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2 　　霊長類研究の課題と京都大学霊長類研究所の足跡

   このように，ヒトを含めたサル類をどのように分類するかというまさに基本的

な事柄さえ，いまだにホットな研究テーマなのだが、 60 年の研究史を経て霊長

類研究の関心は大きく拡がった。

　冒頭に紹介した今西，伊谷，河合，川村らの先駆者達は，10 年間の野生ニホ

ンザル研究で積み上げたテーマと方法を基礎にして，1958 年，初めてアフリカ

に野生大型類人猿の調査にでかける。民間からの支援でできた財団法人・日本モ

ンキーセンターがその研究拠点だった。

　こうした野外のフィールドワークの一方で，東京大学を拠点にする実験研究の

研究者たちが，霊長類研究を推進した。人間の脳のはたらきを知るには，どうし

てもヒト以外の霊長類の研究が必要不可欠だったからだ。時実利彦（1909-1973）

らの脳の研究など実験的な研究の発展があって，霊長類研究所を日本にもつくろ

うという機運が高まった。

　およそ 20 年間に及ぶこうした初期の研究の蓄積をもとに，日本学術会議から

政府への勧告によって京都大学霊長類研究所（以下，霊長研）ができた。全国の

研究者が利用できる「全国共同利用研究所」として 1967 年 6 月 1 日，京都大学

に附置・設立された。京都大学の所属だが，研究所は京都ではなく，愛知県の犬

山市，木曽川をのぞむ小高い丘の上に立っている。日本モンキーセンターとの協

力を視野に入れて，その隣地に研究所は建てられた。創設当初は，形態基礎と神

経生理の 2 研究部門であったが，1969 年には心理，社会，変異の 3 部門が加わり，

その後，生活史（1970 年発足），生理（71 年），生化学（73 年）および系統（75 年）

の各部門が設置された。また，これら九つの研究部門の他に，ニホンザルのフィー

ルドワークセンターとしての幸島観察施設と，検疫棟や放飼実験を行う実験場を

擁したサル類保険飼育管理施設が附設された。前者は，野生ニホンザルの研究を

担当しており，ここでは「芋洗い」で知られた幸島のサルたちについて，半世紀

を越えた長期継続観察がおこなわれている。

　現在，霊長研には四つの研究部門に大別される 10 の研究分野と二つの附属施

設がある。下記のとおりだ。



8

　進化系統研究部門（形態進化分野，集団遺伝分野，系統発生分野）

　社会生態研究部門（生態機構分野，社会構造分野）　　　　　　

　行動神経研究部門（思考言語分野，認知学習分野，行動発現分野）

　分子生理研究部門（器官調節分野，遺伝子情報分野）　　　　　

　ニホンザル野外観察施設（幸島観察施設を改組拡充）

　人類進化モデル研究センター（サル類保検飼育管理施設を改組拡充）

　これらは，今日の霊長類研究の関心事を大まかにくくった研究領域に対応して

いる。かんたんにいえば，部門では人間を含めたサルのなかまの「体」と，「心」

と，「社会」，そして「ゲノムなど分子的基盤」を探る研究を行い，それを支える

基盤研究が二つの附属施設で行われている。そのほかに，時限的な研究部門とし

て，生物多様性の保全を研究する流動部門と，寄附研究部門の比較認知発達〈ベ

ネッセコーポレーション〉研究部門（2006 年 10 月発足）および福祉長寿研究部

門（2007 年 8 月発足）がある。たんに霊長類研究にとどまらず，地球環境保全，

人類社会の福祉といった社会的関心事に霊長類研究がいかに貢献できるか，挑戦

している。

　このような霊長類学の総合的な研究センターは，アメリカで最も古くて名高い

ヤーキース霊長類研究センターや，ドイツに 1997 年に設立された新進のマック

スプランク進化人類学研究所もふくめ，世界的に見てもこれだけの規模の組織は

例を見ない。霊長類の原生息地における集団・社会レベルの研究から，個体の行

動・形態・運動・生理，そして遺伝子・物質レベルでの研究まで，日本の霊長類

研究のナショナルセンターとしてはもちろん，世界の霊長類学をリードする存在

として発展してきた。

　しかし，こうした全方向的な総合研究を高水準で進めると，必然的に既存の体

制では覆いきれない新しい研究分野が生じることになる。前述した現在の四大部

門制は，そうした学問の変化への対処という問題意識から改組された結果である。

また，2006 年度に，より豊かな自然環境のもとでサル類を飼育し多様な研究を

展開する「リサーチ・リソース・ステーション（略称 RRS）」と呼ばれる事業の

ため，研究所の現在地から東に約 2km 離れた里山に第 2 キャンパスを開設した。

ここでは，サル類保険飼育管理施設から改組された「人類進化モデル研究セン

ター」が中心となって，できるだけ自然に近い環境で群れとして飼育しつつ，貴
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重な研究資源としてのニホンザルを自家繁殖して，全国的な利用に供するプロ

ジェクトを進めている。

　これまで述べたように，霊長類研究には分子から生態まで多様なテーマがある

が，それらの研究は，実験室での研究と野外研究に大別される。野外研究では，

野生霊長類の生態，行動，形態，遺伝などの解析はもちろんのこと，化石の発掘

調査等を通して進化ならびに生物地理学的な研究が行われる。そのための野外調

査の基地として，前述した幸島に「ニホンザル野外観察施設」がある。そのほか，

国内では，唯一の亜種ヤクシマザルがすむ屋久島や，サル生息地の北限である下

北半島などにも研究施設がある。さらにアフリカのケニア，タンザニア，ウガン

ダ，ギニア，また東南アジアのミャンマーやマレーシア，インドネシアなど世界

各地に研究拠点を持っている（図 1 参照）。人類進化モデル研究センターは，第 1

キャンパスにいる 17 種類 800 個体ほどのサル類と，先に紹介した第 2 キャンパ

スのニホンザルの繁殖と飼育を担当しつつ，研究用サル類の育成と健康・福祉に

関する研究を担っている。

　こうして現行体制に改組されより広範かつ統合された研究基盤をもった霊長研

では，過去 5 年間，二つの大きなプロジェクトが進められてきた。その一つ，21 

世紀 COE プログラム「生物多様性研究の統合のための拠点形成」は，京都大学

理学研究科の三つの系（動物学系，植物学系，生物物理学系）と，京都大学生態学

研究センターとの共同プロジェクトであり，京都大学の伝統である野外の生物学

研究と発展著しい分子生物学とを統合し，世界的な研究・教育の拠点形成をめざ

して実施されたものである。

　また，日本学術振興会の先端研究拠点事業として，「人間の進化の霊長類的起源」

（英文名の頭文字をとって HOPE と呼ばれる）が進められている。これは日本の霊

長研と，ドイツのマックスプランク進化人類学研究所，イギリスのケンブリッジ

大学，イタリアの認知科学工学研究所，アメリカのハーバード大学をそれぞれ拠

点研究機関として，ヒトを含めた霊長類を対象に心と体と社会，その基盤にある

ゲノムについての研究を推進するプロジェクトである。

＊　　

　本書は，日本の霊長類研究の還暦と京都大学霊長類研究所の創立 40 周年を契

機として，霊長類学のほぼ全分野における研究の成果と今後の展望をまとめる目

的で，現在在職中の全教員によって執筆されたものである。それぞれの霊長類研
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究を踏まえて，「人間とは何か」という本質に迫る答えを導き出そうとしている。

ヒトとヒト以外のサルのなかまの研究を通じて，「人間のなりたち」について考

えてみる機会にしていただければ幸いである。

［松沢哲郎・高井正成・平井啓久］

官林第 1 キャンパス全景

善師野第 2 キャンパス全景


